
コマンドとコンパイル（数学購読）

４月１８日

1 コマンドについて

ＵＮＩＸシステムは（Ｗ indowsもMacも実はそうなのだが）計算機に実行
させたい処理や計算機能に対応する「コマンド」と呼ばれる実行ファイルの
集まりによって構成されている。

最近はマウスベースでアイコンをダブルクリックして、こうした「コマンド」
を実行する。いわゆる市販ソフトウェアももとをたどればコマンドである。

ＵＮＩＸでは歴史的な経緯もあって、「ターミナル」と呼ばれるコマンドを
使って、その上で様々な「コマンド」を入力して処理を行うことが多い。

標準的によく用いられるコマンドの一例

• ls (List: ファイルの一覧リストを見る)

• cd（Change Directory:カレントディレクトリを変更する)

• mv（ファイル名の変更・ファイルのフォルダを移動する）

• cp（ファイルをコピーする）

• mkdir（ディレクトリを作成する）

• rm（ファイルを消去する）

• man（オンラインマニュアルを見る）

• emacs（ファイル編集エディタ）
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• cc（標準Ｃコンパイラ）

• gcc（GNU　Cコンパイラ）

多くの「コマンド」がＵＮＩＸには用意されている。その一つ一つがどのよ
うな処理をするかについては、それぞれ使い方が決まっているので、本やネッ
トで調べたりすることでわかる。（通常のソフトウェアに取り扱い説明書が
あるのと同様である。）

ふつうUNIXの標準的なコマンドにはオンラインマニュアルが内蔵されてお
りmanコマンドでそれを見ることができる。たとえば

man ls

と入力してみれば lsコマンドの使い方がかかれており、それを元に使うこと
ができる。

コマンドに対する一般的注意

1. コマンドには「オプション」がつく。たとえば　 ls コマンドにもいろい
ろなオプションがあって

ls -la

などそれに応じてコマンドの処理に違いがでる。コマンドにどのようなオプ
ションがあるかもmanで確かめることができる。

2. コマンドは標準的に用意されているものや、市販されているコマンド（ア
プリケーションソフトということもある）を購入して使うもの、さらに自分
でコマンドを作ることもできる。（我々がこの購読でやろうとしていること
はまさに「コマンドの自作」である）

2 GCCコマンドによるプログラムのコンパイル

CCコマンドやＧＣＣコマンドによって我々は自分たちの思い通りに計算機
に処理を行わせる「コマンド」を自作できる

「コマンド」は計算機が実行するモノなので、計算機にしか理解できない方
法で記述されている（0や 1の羅列）ので、直接 01を打ち込んでコマンドを
作成するのは至難の業である。
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そこで人間が理解しやすい言葉（これをプログラミング言語という）でプロ
グラムを作成し、それを計算機が理解できる形式に変換することでコマンド
が作成される。（この変換をコンパイルという)

この変換を行うコマンドが「コンパイラ」である。ＵＮＩＸではほとんどす
べてのコマンドはＣ言語という言語によって作成されて出来たものである。
よってすべてのＵＮＩＸにはＣコンパイラとよばれるコマンド“ cc”が必ず
存在している。

ただ ccは機能的にやや劣る面があるため、通常はGNUというプロジェ
クトでフリーコマンドとして提供されている gccコマンドによってプログラ
ムのコンパイルを行う。（我々も gccを使う）

gccの基本使い方

Step 1. prog1-1.cの説明

Step 2. emacsなどのエディタで作成したＣ言語によるプログラムファイル
(ここでは例として prog1-1.cと名付ける）をコンパイルするには次の
ようにすればよい。

gcc prog1-1.c

この段階でプログラムファイルに文法エラーがあれば、エラーメッセー
ジがでてコンパイルは中断される。このときはそのエラーメッセージ
から文法ミスの内容を推定して、エディタで再び prog1-1.cを修正する
（これをデバッグという）。

Step 3. エラーもなくコンパイルが終了した場合に lsコマンドでその中身を
チェックすると a.out というファイルが新たに作成されていることがわ
かる。これが gccによって作成されて「コマンド」である。これはコマ
ンドなので、実際に実行することができる a.outとターミナルに入力し
てみよう。そうすると prog1-1.cの内容が実行される。

Step 4.しかし、a.outというのはコンパイラが自動的に命名したコマンド
なので、プログラムファイルをコンパイルしてもすべて出力は a.outに
なってしまう。

Step 5. これでは使いにくくて仕方がないので、コンパイラコマンドには出
力ファイルを指定するオプションがある。それが-cオプションである。
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gcc -c prog1-1 prog1-1.c

としてコンパイルしてみよう。今度は prog1-1というコマンドができて
いるはずである。このようにしてコマンド名は自分で指定して作成す
るのが普通である。

Step 6. gccコンパイラには他にもたくさんのコンパイルオプションがある。
これもman gccとしてオンラインマニュアルで確認すればよい。

Step 7. 次に prog1-2.cの説明

Step 8. prog1-2.cファイルをコンパイルしてみよう

gcc -c prog1-2 prog1-2.c

そうするとエラーがでてコンパイルは中断されてしまう。これは数学
関数 sinの定義されている場所がわからないということが原因である。
このようにＣ言語の中であらかじめ用意されて用いられる関数は「ラ
イブラリ」ファイルを結合（リンク）することによって完了する。そこ
で次のようなコンパイルオプションを使う。

gcc -c prog1-2 prog1-2.c -lm

-lmというのはライブラリファイルをリンクするというオプション-lと
数学関数ライブラリを示すmをくっつけたものである。よって他のラ
イブラリファイルをリンクするときは、それに応じた名称を-lにつける
必要がある（プログラムの中で使う様々な関数に応じてリンクするラ
イブラリが異なるので、その時々に応じて対応しなければならないが、
これ以上のことはここでは学ばない。）

Step 8. 以後残りのファイルをコンパイルして実行してみよう。

• prog1-3.c のコンパイルと実行（プログラムの解説）

• prog1-4.c のコンパイルと実行（プログラムの解説）

• prog1-5.c のコンパイルと実行（プログラムの解説）
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3 ４月１８日課題

課題１. 関数 y = exの値を区間 [0, 1]を１００等分して得られる点の上で計
算し、x,yの順に出力するプログラムを書け

課題２.関数 y = sin xの値を区間 [0, 2π]で１００等分して得られる点の
上で計算し、x,yの順に出力するプログラムを書け。ただし π の値は
4Arctan1の値を用いよ。

課題３.関数 y = sin xの０の周りの三次までのテイラー級数で近似し、そ
の値を [0, 2π]の区間を１００等分した点の上で計算し、x,yの順に出力
するプログラムを書け。

課題 4. 関数 z = x2 + y2 + 1の値を領域 (x, y) ∈ [0, 1] × [0, 1]の各区間をそ
れぞれ２０等分して得られる４００点の格子上で計算し、x,y,zの順に
出力するプログラムを書け。

課題 5. 複素関数w = z2を領域z = {|Rez| ≤ 1, |Imz| ≤ 1}で実部と虚部をそ
れぞれ２０等分して得られる格子点の上で計算し、Rez, Imz, Rew, Imw
の順に出力するプログラムを書け。
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